
 
 

  
  
 
     
 
 
 
 
 

新潟 RC 9 月第 3 例会 (2024.9.17)  №３５２３ 

 

(1) ロータリーソング「我等の生業」斉唱 

(2) 吉田 和弘会長挨拶 

先週に引き続き、ロータリーの月間テーマである   

「基本的教育と識字率向上」にちなみ、本校で学ぶ   

ユニークな学生の様子をお話いたします。 

はじめに、調理師専門学校の学習内容を簡単にご紹介します。

調理師の専門学校は、卒業することで調理師免許を取得

することができます。本来は 2年間の実務経験と筆記試

験が必要ですが、認可されている学校は、卒業できれば

資格を無試験で得ることができます。        

この資格取得が最大の目標です。 

資格取得の条件は、調理実習を含めた学修を最低 1年、

960時間以上履修すること、すべての科目の試験に合格

することです。本校では2年制と1年制の学科があります。

どの学科の生徒も日本料理、西洋料理、中国料理、集団

給食といった実技と、栄養や食品衛生の科目が必須と 

なっています。 

1年制課程では、以前から既卒者、社会人経験者を受け

入れていますが、今年度入学した Sさんは 70歳。  

私が知りうる限りでは最高齢の生徒です。その Sさんに

インタビューしてみました。 

 

（Sさん） 「勤め先を退職後、時間ができることを 

見越して、何をするか考えた。知人の子どもが、就職 

しても人間関係で悩んですぐに辞めてしまい、そのまま

引きこもりのような状態になっていると聞いた。   

そこで、そうした若者を支援するために居場所を作れな

いかと思いついた。気軽に集まって、気力、

体力がチャージできたら、社会に戻る。      

そんなスペースを作りたいと思った。そのときに、料理

を提供することができれば、より集まりやすいのでは、

と専門学校で料理を学ぶことにした。 

学校生活では、覚えることに苦戦。調理実習で、先生の

見本をみたばかりなのに、どうしたらいいか、    

すぐに忘れてしまう。学科の勉強も多いので、記憶力が

弱くなって大変。それでも基本から学ぶ環境は充実して

おり、若い人たちと接することで刺激を受けている。 

クラスには 50歳も離れたクラスメイトがいる。最近の

若者の様子はどのようなものか、心配もあったが、 

料理を志す気持ちは一緒であり、皆、段々と真剣に取り

組むようになってきている。 

よく言われる「最近の若い人」のイメージのような  

クラスメイトばかりではない。 

放課後に残って桂むきの練習をしていると、2年生の 

20歳の「先輩」が一緒に残って、練習に付き合ってくれた。

年齢や立場を越えて、同じ学校の生徒として親切にして

もらったことが、とても印象に残っている」 

Sさんは毎朝早く登校して、一生懸命勉強されています。

年上だからといって、決して若い生徒を否定するような

ことはありません。学びに至る決意、理由。本当に頭が

さがります。 

昨今は「リカレント教育」として、いつからでも学び 

直せる、学びを始めることができる体制づくりが進めら

れています。みなさんの身近にはどのような学びの場が

ありますでしょうか？もしよろしければ、来週の例会に

入学願書を持ってきますので、ご希望の方はぜひご入学

ください。 

 

◎今週のお店紹介  シェモア   

新潟市中央区西堀前通５番町 

 

◎今週のミニスピーチ 

榎本 隆克東北電力（株）新潟支店執行役員新潟支店長 

 

 2024-25 年度 
国際ロータリー会長 

ステファニー A. アーチック 

 
2024～25 年度 

新潟ロータリークラブ会長 

吉田 和弘  
 



(3) 新会員の紹介 

 

９月１日に NHK新潟放送局長として着任いたしました

大竹岳史です。 

この度は歴史と伝統のある新潟ロータリークラブに  

入会させていただき、心より感謝申し上げます。私は

新潟での勤務は初めてとなりますが、過去に新潟で勤

務をしてきた同僚らは口をそろえて「新潟はとても  

いいところだ」と言っておりましたので、非常に楽し

みです。新潟との縁ですが学生時代に初めてスキーを

した場所で、その後も子供たちをよくスキーに連れて

きました。8月末にこちらに引っ越してきて、翌日に 

さっそく新潟市歴史博物館「みなとぴあ」を見学して

きました。少しでも新潟を知り、これから、皆さまを

はじめとする多くの方との交流を深め、地域の発展に

貢献していきたいと思っておりますので、ご指導、  

ご鞭撻のほど、よろしくお願い申し上げます。 

 

 

(4) 野球同好会委報告 

先週 9月 10日、新潟グランドホテルに於いて、2024

年度の旧新潟市内７RC親善野球大会抽選会へ山田監督、

高野幹事長、大澤の 3名で出席して参りました。 

大会は 11月 16日（土）新潟万代 RCがホストとなり 

開催されます。抽選の結果、当新潟 RCは初戦、昨年 

優勝の新潟西 RCとの対戦になりました。新潟西 RCは

本年度、選手も充実しており連覇を目指している  

チームです。 

しかしながら当新潟 RC同好会も新たな強力選手 2名 

から参加いただければ、チャンスは十分にあります。

10月から練習に励み初戦突破を目指して参ります。 

皆さまからの参加と応援をよろしくお願いいたします。

（作成：大澤） 

 

(5) 各種ご寄付の発表 

ロータリー財団寄付発表(本多 晃委員長) 

織戸 潔君 本多 晃君 

 

青少年育成基金寄付発表(五月女政義委員長) 

本間 彊君  

 

(6) ニコニコボックス紹介（大桃 典和委員長） 

・佐藤 隆夫君 NHK新潟放送局の新しい局長に   

大竹岳史さんが赴任され今日から新潟ロータリークラブ

例会に出席されました。よろしくお願いします。 

・本間 彊君 所用のため９月２日～１２日まで  

フランス、ナント市に行ってきました。あちらは、  

あまりに寒かった為カゼをお土産に持って帰りました。  

もうなおりましたが。 

(7) 幹事報告（小林 慶直幹事） 

・例会終了後、新会員オリエンテーションをロビーで

開催致します。 

 

(8) 会員スピーチ「労働力不足への対策」  

テンプスタッフフォーラム 

代表取締役社長 苅部 雄一君 

  

 

(9) ９月１７日の例会参加率 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

９月２４日の例会予定 

卓話「新潟から発信する災害医療             

         ー新興感染症から命をまもる取り組み」 

新潟大学大学院医歯学総合研究科  

災害医学・医療人育成分野 髙橋 昌特任教授 

 

 

 

新潟ロータリークラブホームページアドレス 

http://www.niigatarc.jp/ 

 

 

会員数 算定対象者 出席者 参加率 

８１ ７９ ５５  ６９．６２％ 

NHK 新潟放送局 
局 長   大竹 岳史君  
ご紹介   佐藤 隆夫君 
所属委員会 国際奉仕委員会 

http://www.niigatarc.jp/


 

 

2024 年度大会 トーナメント表 
令和６年１１月１６日（土） 

会 場 HARD OFF ECO スタジアム新潟 
  （新潟市中央区長潟 570） 

 

優 勝 

 
 
 
 第6試合 決勝 
 
 
 第4試合 準決勝 第5試合 準決勝 
 
 
 第1試合 第2試合 第3試合 
 
 

 
1       2        3      4      5      6       7 
 
 
第1試合      7：45～ 9：05  
第2試合      9：20～10：40 
第3試合     10：55～12：15 
第4試合 準決勝 12：30～13：50 
第5試合  〃  14：05～15：25 
第6試合 決  勝 15：35～16：55（5試合目と6試合目のインターバルのみ10分） 

万
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南 中
央 

新
潟 

西 東 北 


